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きょうわ 

このごろ 未刊 随筆 百 種のう ちの 「享和 雑記」 を 読む 

のうし ゆう なんぴと 

と、 濃州徳 山く ろん 坊の 事と いう 一項が ある。 何人 

から 聞き伝えた のか 知らないが、 その 附近の 地理な ど 

も 相当に くわしく 調べて 書いて あるの を 見る と、 全然 

架空の 作り事で もない らしく 思われる。 元来 ここらに 

は 黒ん坊の 伝説が あるら しく、 わたしの 叔父 もこの 黒 

ん坊 について、 かって 私に 話して くれた ことがある。 

若い ときに 聞かされた 話で、 年 を 経る ままに 忘れて い 

たので あるが、 「享和 雑記」 を 読む につけて、 古い 記憶 



が 図らずも よみがえ つたので、 それ を 機会に 私 もす こ 

しく 「黒ん坊」 の 怪談 を 語りたい。 

江戸 末期の 文久ー 一年の 秋 —— わたしの 叔父 は その 当 

時 一 一十 六 歳で あつたが、 江戸 幕府の 命令 をう けて 美 濃 

の大 垣へ 出張す る ことにな つた。 大垣は 戸田 氏 十万 石 

の 城下で、 叔父 は 隠密の 役目 を うけたまわって 〔# 

「うけたまわって 」 は ママ〕 幕末に おける 大垣 藩の 情勢 

を 探る ために 遣わされ たので ある。 隠密で あるから、 

もちろん 武士の 姿で 入り込む こと は 出来ない。 叔父 は 

たびあきんど 

小間物 を 売る 旅商人に 化けて 城下 へ はいった。 



であると 説明した。 空腹の 叔父 は こころみに 一 つ 二つ 

を 取って 口に 入れる と、 その 味 は 甘く 軽く、 案外に 風 

味の よい ものであった ので、 これ は 結構と 褒めた 上で、 

遠慮な しに むさぼり 食って いるの を、 僧 はやさし い 眼 

きょ ラ 

をして 興 あるよう に 眺めて いた。 

さ 

「おまえ はお 江戸で ござります かご と、 僧 は 訊いた。 

「さようで ございま すご 

「わたし もお 江戸へ は 三度 出た ことがあ りました が、 

実に 繁昌の 地で ござります なご 

「三 度 も 江戸 へお 下りに なった ので ございます かご 

「はい。 しばらく 鎌 倉に おりました ので …… ごと、 11 



物し まして、 七日 あまり 逗留の 後に 鎌 倉へ 帰り 着き ま 

した。 それから その 寺で 足掛け 十六 年、 わたしが 二十 

どんこん 

六の 年まで 修業 を 積みまして、 生来 鈍根の 人間 もまず 

一 人並の 出家に なり 済ました ので ござります ご 

生来 鈍根と 卑下して いるが、 彼の 人柄と いい 物の 言 

い 振りと いい、 決して 愚かな 人物と はみ えない。 しか 

も 鎌 倉の 名刹で 十六 年の 修業 を 積みながら、 たとい 故 

郷 とはいえ、 若い 身空で こんな 山奥に 引 籠って いるの 

しさい 

は、 何 かの子 細がなくて はならない と 叔父 は 想像した。 

「それで、 唯今で は ここにお 住居で ございま すか。 再 

び 鎌 倉 へ お戻りに ならな いので) J ざいます か。 」 



「当分 は 戻られます まいご と、 僧 は 答えた。 「ここへ 

帰って来て 丸 三年になります。 これから 三年、 五 年、 

十 年 …… 。 あるいは 一生 …… 。 鎌 倉 はおろ か、 他国の 

土 を 踏む こと も 出来ぬ かも 知れ ませぬ ご 

「御両親 は …… ご と、 叔父 は 訊いた。 

「父 も 母 もこの 世に はおり ませぬ。 ほかに 一人の 妹が 

ありまし たが、 これ も 世 を 去りました ご 

と、 僧 は 暗然と して 仏壇 をみ かえった。 

「どなた もお 留守の あいだに、 お亡くなり になった の 

でございます かご 

「そうで) /ざり ます。 I と、 僧 は 低い 溜き を つ いた。 「妹 



して 断 わった。 

「これから 下大須 まで は 一里 余りで、 そこまで 行けば 

十五、 六 軒の 人家 もあります。 旅の 人の ひとり や 二人 

を 泊めて くれる に 不自由の ない 家 もあります。 お疲れ 

でも あろうが、 辛抱して そこまで お出でな された がよ 

ろしゅう) /ざり ます。 」 

しかし 叔父 は 疲れ切つ ていた。 殊に 平地で も ある こ 

とか、 この 嶮 しい 山 坂 を これから 一里 あま リも 登り 降 

りする の は 全く 難儀で あるので、 叔父 は その 事情 を訴 

えて、 どんな 隅で もい いから 今夜 だけ はこ この 家 根の 

下にお いて くれと 頼んだ。 



判って いる 上に、 熊 や 狼の 獣 もめった に 襲って 来な 

いという。 それでも 叔父の 胸の 奥に は 言い 知れない 不 

安が 忍んで いるので あった。 

僧 は ある 物に 引 留められて、 ここに 一生 を 送る かも 

知れない と 言った。 その 「ある 物」 の 意味 を 彼 は 考え 

させられた。 僧 は 又た とい 何事が あっても 気に かける 

なと 言った。 その 「何事」 の 意味 も 彼 は 又かん がえ た。 

しょせん 

所詮 はこの 二つが 彼に 一種の 不安 を あたえ、 また 一種 

の 好奇心 を そそって、 今夜 を 安々 と 眠らせな いので あ 

る。 

前者 は 11 の 一 身上に 関する ことで、 自分に 係 合い は 



ない ので あるが、 後者 は 自分に も 何 かの 係 合いが ある 

らしい。 それ なれば こそ 僧 も 一応 は 念 を 押して、 自分 

に 注意 を あたえて くれたの であろう。 山奥 や 野中の 一 

軒 家な どに 宿り を 求めて、 種々 の 怪異に 出逢った とい 

うような 話 は、 昔から しばしば 伝えられて いるが、 こ 

こに も 何 かそん な 秘密が ひそんで いるので は あるまい 

ゝ o 

力 

にゅうわ さか 

そう 思えば、 あるじの 僧 は 見る ところ 柔和で 賢 しげ 

であるが、 その 青ざめた 顔に なんとなく 一 種の 暗い 影 

をお びて いるよう にも 見られる。 自分が 一宿 を 頼ん 

だとき にも、 彼 は 初めの 親切に ひきかえて すこぶる 迷 



挙動 を 確かに 見届ける こと は 出来なかった が、 彼 は 

わら ぞう リ 

藁 草履の 音 を 忍ばせて 、表へ ぬ け 出し て 行く ように 思 

われた。 風の ない 夜で は あるが、 彼が 雨戸 を あけて 又 

さんき 

しめる あいだに、 山気と いうか、 夜気と いうか、 一種 

の 寒い 空気が たちまち 水の ように 流れ込んで、 叔父の 

掛け蒲団 の 上 を ひやり と 撫でて 行った かと 思う 間 もな 

く、 仏前の 燈火は 吹き消され たように 暗くな つてし 

まった。 

掛け蒲団 を 押しの けて、 叔父 も そっと 這い 起きた。 

手探りな がらに 雨戸 を ほそ 目にあけ て 窺う と、 表 は 山 

霧に 包まれた ような 一 面の 深い 闇で ある。 11 はすす き 



家のう しろに 筧が あると 教えられて、 叔父 は 顔 を 

洗いに 出た。 ゆうべの 声 は 表の 方角に きこえた らしい 

ので、 すすきの あいだから 伸び あがる と、 狭い 山道の 

むこう は 深い 谷で、 その 谷 を 隔てた 山々 はま だ 消え や 

もや 

ら ない 靄のう ちに 隠されて いた。 教えられた 通りに 裏 

手へ まわって、 顔 を 洗って 戻って 来る と、 僧 は 寝道具 

のた ぐい を 片付けて、 炉の そばに 客の 座 を 設けて 置い 

て くれた。 叔父 はけさ も 橡の実 を 食って 湯 を 飲んだ。 

「いろいろ 御 厄介に なりました ご 

「この 通りの 始末で、 なんにも お構い 申し ませぬ。 ゆ 

うべ はよ く 眠られました かご と、 11 は 炉の火 を 焚き 添 



いっしゅく わらじ 

一 宿 の 礼 を あつく 述べ て 叔父 は 草鞋の 緒 をむ すぶ 

と、 僧 はすす きを 搔 きわけ て、 道の あると Y ろまで 送つ 

て 来た。 そのころ に は 夜 もす つかり 明け放れ ていたの 

で、 叔父 は 再び 注意して あたり を 見 まわす と、 道の 一 

方に つづいて いる 谷 は、 きのうの 夕方に 見た よ リも更 

に 大きく 深かった。 岸 は 文字通りの 断崖絶壁で、 とて 

も 降るべき 足が かり もない が、 その 絶壁の 中途から は 

いろいろの 大木が 斜めに 突き出して、 底の 見えない よ 

うに 枝 や 葉 を繁ら せて いた。 

別れて 十 間ば かり 行き過ぎて 振り返る と、 僧 は 朝 霜 

の 乾かない 土の 上に ひざまずいて、 谷に むかって 合掌 



「あの 声 は、 …… 。 あの Si 心な 声 はいった いなんです 

ね ご 

「まったく 忌な 声 だ。 あの 声の ために 親子 三人が 命 を 

取られた の だからな ご 

「では、 両親 も 妹 も あの 声の ために 死んだ のです かご 

と、 叔父 は 思わず 目 を かがやかした。 

「妹の こと も 知ってい なさる のか。 では、 坊 さま は 何 

も かも 話した かな ご 

「いいえ、 ほかに はなん にも 話しませんで したが …… _ 

してみ ると、 あの 声に は 何 か 深い 訳が あるので すね ご 

「まあ、 まあ、 そうだ ご 



れ でも まだ 娘 を 放そうと はしない ので、 源 兵衛は 踏み 

込んで 又 打つ と、 怪物の 左の 手 は 二の 腕から 斬リ 落さ 

れた。 お 杉 はよう よう 振り放して 逃げ かかる と、 彼 は 

這い まわりながら 又 追おうと する ので、 源 兵衛も 焦れ 

て あせって 滅多打ちに 打ちつ づける と、 かれは 更に 腕 

まつご うな 

を 斬られ、 足 を 打 落されて、 ただもの すごい 末期の 唸 

り 声 を 上げる ばかりで あつ た。 

「これ だから 畜生 は 油断が ならね え ご と、 源 兵 衛は息 

つつ. J 

を はずませながら 罵 つた。 

「お 杉 を さらって 行って、 どうす るつ もりなん だろう 

ねえ ご と、 お 兼 は 不思議 そうに 言った。 



その 首の 骨で ある。 不思議と いおうか、 偶然と いおう 

か、 さきに 木の 上に 投げ 落された ときに、 その 片目 を 

大きい 枝の 折れて 尖って いると ころに 貫かれた ので、 

それば かり は 骨と な つ て も 元のと ころに かか つてい る 

のであった。 

自分の 家の 前で あるから、 その 死骸の 成行き は 源 兵 

衛も 朝晩に ながめて いた。 女房 や 娘 は 毎日 のぞきに 

行った。 そうして、 死骸の だんだん 消えて ゆく の を 安 

心した ように 眺めて いたが、 最後の 髑髏の みは どうし 

て も 消え失せそう もない の を 見て、 またなん だか 忌な 

6 持に なった。 问 とかして それ を 打 落そうと して、 源 



限られた わけで もない ので あるが、 その 一匹が 源兵衛 

ほ^ 

の 斧に 屠られて 以来、 すべて その 影 を 見せ なくなって、 

かれらの 形見 は 木の 枝に かかる 髑髏 一 つと なった。 そ 

の 髑髏 は 源兵衛 一 家の ほろび 行く 運命 を 嘲る ように、 

夜毎にから からと いう 音を立て ていた。 

「ええ、 泣く とも 笑う とも 勝手にし ろご と、 源 兵衛は 

もう 相手に もなら なか つ た。 

その 翌年の 盂蘭盆 前で ある。 きょうは 娘の 三回忌、 

女房の 一 周忌に 相当す るので、 源 兵衛は 下大須 にある 

ただ 一軒の 寺へ 墓参に ゆく と、 その 帰り道で 彼 は 三人 

の杣 仲間と 一 人の 村人に 出会った。 
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